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町
長
専
決
処
分

＝

一
般
会
計
補
正
予
算

教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
同
意

　
任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会

委
員
に
、
中
野
謙
作
氏
を
選
任
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
再
任
（
６
期
目
）

任
期

　
　
令
和
５
年
６
月
29
日
か
ら

　
　
令
和
９
年
６
月
28
日
ま
で

教
育
委
員
会
っ
て

教
育
委
員
会
っ
て

何
し
て
る
の
？

何
し
て
る
の
？

・
学
校
の
設
置
、
管
理

・
教
員
の
任
命
や
人
事

・
学
校
の
組
織
編
成
、
教
育
課
程
、

　
学
習
指
導
、
生
徒
指
導

・
生
徒
の
入
学
、
転
学
、
退
学

・
教
科
書
、
教
材
の
決
定

・
学
校
給
食

な
ど
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

令
和
４
年
度
分
（
主
な
内
容
）

〇
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
整
備
費
補
助
事
業
費
の

減
額
（
Ｐ
７
）

	
	

△
１
億
７
４
５
５
円

〇
産
科
誘
致
補
助
事
業
費
の
減
額

　（
Ｐ
７
）	

△
１
億
円

〇
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
寄
附
金
の

増
額	

１
０
０
０
万
円

令
和
５
年
度
分
（
主
な
内
容
）

〇
電
力･

ガ
ス･

食
料
品
等
価
格
高

騰
重
点
支
援
給
付
金
給
付
事
業

費
の
増
額
（
Ｐ
７
）

	
	

５
７
０
０
万
円

〇
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
給
付
事
業
費
の
増
額

　（
Ｐ
７
）	

８
０
０
万
円

工
事
名

　
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
受
水
槽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
更
新
工
事

工
事
個
所

　
　
高
根
沢
町
大
字
上
柏
崎
地
内

工
事
期
間

　
　
令
和
５
年
６
月
14
日
か
ら

　
　
令
和
６
年
１
月
９
日
ま
で

請
負
代
金

　
　
　
　
　
　
　
５
３
９
４
万
円

工
事
請
負
業
者

　
　
　
　
鬼
怒
川
空
調
株
式
会
社

　
　
　
　
住
所
　
宇
都
宮
市
簗
瀬

工
事
概
要

・
新
規
受
水
槽
の
設
置

・
既
設
受
水
槽
の
解
体
撤
去
お
よ

び
処
分

・
受
水
槽
更
新
に
伴
う
給
排
水
設

備
工
事
お
よ
び
電
気
工
事

入
札
種
類

　
事
後
審
査
型
条
件
付
一
般
競
争

　
入
札
※

　工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
）

　
老
朽
化
し
た
受
水
槽
の
更
新

工
事
に
つ
い
て
、
予
定
価
格
が

５
千
万
円
以
上
で
あ
る
た
め
、

「
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契

約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分

に
関
す
る
条
例
」
第
２
条
の
規

定
に
よ
り
上
程
さ
れ
、
可
決
し

ま
し
た
。

受水槽

既存受水槽（FRP製）

新規受水槽（鋼板製一体型）
写真はイメージ

※
事
後
審
査
型
条
件
付
一
般
競
争
入
札

と
は

　
開
札
の
結
果
、
制
限
価
格
内
で
の
最

低
額
者
を
「
落
札
候
補
者
」
と
し
、
そ

の
後
審
査
の
結
果
、
条
件
に
適
合
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
と
き
に
「
落

札
者
」
と
す
る
入
札
種
類
の
一
つ

中野謙作氏

第
４
２
０
回
定
例
会

採
決
結
果
全
員
協
議
会
委
員
会
活
動
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

常
任
委
員
会
審
査

一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

特
集
ペ
ー
ジ

元気あっぷむらの受水槽を新しくします元気あっぷむらの受水槽を新しくします
行きたくなる道の駅・集客力あっぷへ行きたくなる道の駅・集客力あっぷへ

3 議会だより たかねざわ（2023・７月号）

　主
な
歳
出
補
正

一
般
会
計
補
正
予
算

下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

　主
な
歳
入
補
正

　
令
和
６
年
度
以
降
の
修
繕
計
画

を
今
年
度
中
に
作
成
す
る
た
め
、

下
水
道
の
長
寿
命
化
を
図
る
「
下

水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実

施
計
画
」
の
策
定
を
業
務
委
託
す

る
も
の
で
す
。
歳
入
は
一
般
会
計

か
ら
の
補

助
金
と
し
、

事
業
費
は

９
１
７
万

円
で
す
。

　
副
食
材
料
費
減
免
は
、
８
月
～

３
月
ま
で
（
幼
稚
園
で
８
月
分
の

給
食
費
が
な
い
場
合
は
７
月
か
ら
）

〇
の
び
の
び
保
育
園
副
食
材
料
費

保
護
者
等
負
担
金
の
減
額

	
	

△
９
２
万
円

〇
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育

給
付
事
業
費
の
増
額

	
	

４
８
８
万
円

〇
幼
稚
園
事
業
費
の
増
額

	
	

３
７
０
万
円

〇
学
校
給
食
費
助
成
事
業
費
の
増

額	

３
８
万
円

子
育
て
世
代
の
経
済
的
支
援

　
学
校
給
食
費
お
よ
び
保
育
園
・

幼
稚
園
の
副
食
材
料
費
の
追
加
減

免
等
を
行
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
費
減
免
は
、
７
月
～

３
月
ま
で
（
８
月
分
除
く
）

　
国
か
ら
の
交
付
金
措
置
に
よ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
の

影
響
を
受
け
て
い
る
町
民
の
経
済

的
負
担
軽
減
を
早
急
に
実
施
す
る

も
の
で
す
。

〇
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

高
騰
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の

増
額	

７
２
６
５
万
円

〇
学
校
給
食
費
保
護
者
等
負
担
金

の
減
額	

△
４
２
７
４
万
円

〇
に
じ
い
ろ
保
育
園
副
食
材
料
費

保
護
者
等
負
担
金
の
減
額

	
	

△
８
２
万
円

プルコギ風豚丼・県内産野菜サラダ・
牛乳（6/14メニュー）

町民の生活環境を守るアクアセンター

地産地消に取り組む
給食センター

第
４
２
０
回
定
例
会

採
決
結
果
全
員
協
議
会
委
員
会
活
動
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

常
任
委
員
会
審
査

一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

特
集
ペ
ー
ジ

６月
定例会

　　　　　　　― 令和５年度補正予算 ―

可決
原
案
全
て
を

エネルギー・食料品等価格高騰対策でエネルギー・食料品等価格高騰対策で

学校給食費等を減免学校給食費等を減免

第
４
２
０
回
議
会
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
定
例
会
は
、
６
月
１
日
か
ら
８
日
ま
で
の
８
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
専
決
処
分
９
件
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
１
件
、
条
例
の
一
部
改
正
１
件
、
補
正
予
算
５
件
な
ど
を
審

議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告
５
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　
５
日
と
６
日
は
、
ま
ち
づ
く
り
・
く
ら
し
づ
く
り
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
議
案
を
審
査
（
ｐ
４
・
５
）
し
、
最
終

日
に
両
委
員
長
が
審
査
結
果
を
報
告
、
原
案
全
て
を
可
決
、
承
認
ま
た
は
同
意
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
補
正
予
算
１
件
、

工
事
請
負
契
約
の
締
結
１
件
、
報
告
１
件
が
追
加
上
程
さ
れ
、
審
議
し
、
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
開
会
２
日
目
の
６
月
２
日
に
４
人
の
議
員
が
行
い
、
町
政
を
質た
だ
し
ま
し
た
。（
ｐ
11
小
池
哲
也
議
員
・

ｐ
12
野
口
昌
宏
議
員
・
ｐ
13
森
弘
子
議
員
・
ｐ
14
横
須
賀
忠
利
議
員
）
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給
食
セ
ン
タ
ー
新
設
は

い
つ
？

Q
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
建
設

の
工
事
着
手
が
先
送
り
に

な
っ
た
が
、
い
つ
に
な
る
の
か
？

A　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
整
備

の
概
算
事
業
費
が
大
幅
に
膨
ら
ん

だ
こ
と
に
よ
り
、
町
全
体
の
財
政

計
画
を
見
直
す
中
で
再
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
つ
に
な
る

と
は
言
え
な
い
が
、
関
係
者
の
声

を
聞
く
な
ど
、
整
備
を
進
め
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

消
防
団
の
競
技
会
は
？

Q
塩
谷
地
区
内
の
ポ
ン
プ
操

法
法
競
技
会
の
状
況
は
？

A　
さ
く
ら
市
と
矢
板
市
は
消
防
団

員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結

果
を
受
け
て
操
法
競
技
会
を
中
止

と
し
、塩
谷
町
も
同
じ
対
応
を
し
た
。

　
本
町
は
、
素
早
く
消
火
活
動
や

機
器
の
操
作
が
で
き
る
よ
う
操
法

競
技
会
を
実
施
し
た
。

　
な
お
、
日
頃
の
訓
練
は
、
本
町

も
含
め
他
市
町
も
普
段
か
ら
実
践

し
て
い
る
。

　委
員
会
審
査
結
果

　
す
べ
て
の
議
案
が
、
全
員
一
致

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

お
と
ぎ
の
お
う
ち
保
育
園
の

連
携
施
設
は
？

Q
２
歳
児
ま
で
受
け
入
れ
る

小
規
模
保
育
施
設
「
お
と

ぎ
の
お
う
ち
保
育
園
」
が
開
所
し

た
が
、
３
歳
児
以
降
に
入
所
で
き

る
連
携
保
育
施
設
は
。

　
ま
た
、
施
設
改
修
は
完
了
し
て

い
る
の
か
？

A　
高
根
沢
第
二
幼
稚
園
が
３
歳
児

以
降
の
連
携
保
育
施
設
と
な
っ
て

い
る
。

　
調
理
室
の
改
修
は
３
月
に
完
了

し
て
い
る
。

　
エ
ア
コ

ン
の
改
修

は
、
今
回

の
補
正
予

算
で
予
算

を
確
保
し

た
後
に
進

め
て
い
く
。

〇
民
間
保
育
園
改
修
等
の
た
め
の

保
育
対
策
総
合
支
援
事
業
費

　
・
国
庫
補
助
金
の
増
額

	

２
０
０
万
円

　
・
県
補
助
金
の
増
額

	

８
４
５
万
円

〇
ス
ク
ー
ル
バ
ス
安
全
装
置
装
備

の
県
補
助
金
の
増
額	

61
万
円

〇
民
間
保
育
園
の
改
修
、
保
育
補

助
者
雇
用
等
の
特
別
保
育
事
業

費
補
助
金
の
増
額

	

１
５
４
０
万
円

〇
ス
ク
ー
ル
バ
ス
車
内
置
き
去
り

防
止
安
全
装
置
購
入
費
の
計
上

	

１
２
３
万
円

くらしづくり常任委員会　審査報告

民間保育園改修や
学校送迎用バス安全対策の予算を審査

上程された10議案のうち２議案が当委員会に付託され、審査が行われました。

一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
質
疑

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

地
域
安
全
課
長

地
域
安
全
課
長

主
な
歳
入
補
正

主
な
歳
出
補
正

家庭的雰囲気の中で、家庭的雰囲気の中で、
元気いっぱいの元気いっぱいの
スタッフの皆さん！スタッフの皆さん！

宝石台ふれあい公園宝石台ふれあい公園
向い側向い側

第420回定例会
くらしづくり
委員長報告全文

第
４
２
０
回
定
例
会

採
決
結
果
全
員
協
議
会
委
員
会
活
動
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

常
任
委
員
会
審
査

一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

特
集
ペ
ー
ジ

5 議会だより たかねざわ（2023・７月号）

A　
さ
く
ら
市
上
阿
久
津
地
内
の

釜
ヶ
渕
用
水
路
施
設
改
修
の
た
め
、

さ
く
ら
市
が
事
業
主
体
と
な
り
総

額
１
９
０
０
万
円
の
事
業
費
で
実

施
す
る
。
今
回
は
補
助
率
の
高
い

農
地
防
災
整
備
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー

を
活
用
す
る
た
め
、
負
担
割
合
は

県
50
％
、
さ
く
ら
市
30
％
、
高
根

沢
町
20
％
で
あ
る
。

　
本
来
は
土
地
改
良
区
が
10
％
負

担
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
さ
く
ら
市

が
こ
れ
を
負
担
す
る
た
め
30
％
と

な
っ
た
。

　委
員
会
審
査
結
果

　
す
べ
て
の
議
案
が
、
全
員
一
致

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

　
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
陳
情

と
発
議
各
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

委
員
会
審
査
結
果

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
願
う
陳

情
内
容
は
十
分
理
解
で
き
る
し
賛

同
で
き
る
が
、
要
望
ど
お
り
に
実

現
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
判
断
さ

れ
る
と
の
理
由
に
よ
り
、
全
員
一

致
で
趣
旨
採
択
と
す
べ
き
も
の
と

決
定
。

発
議
の
要
旨

　
特
定
非
営
利
法
人
ま
ち
づ
く
り

ち
ょ
っ
蔵
高
根
沢
と
の
指
定
管
理

契
約
事
務
手
続
き
お
よ
び
指
定
管

理
者
に
対
す
る
指
定
管
理
料
の
支

出
に
関
し
、不
適
切
な
事
務
を
行
っ

て
い
る
疑
い
が
あ
り
、
議
会
と
し

て
真
相
を
究
明
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　提
出
者
　
横
須
賀
忠
利
議
員

　
　賛
成
者
　
阿
久
津
信
男
議
員

委
員
会
審
査
結
果

　
議
員
が
き
ち
ん
と
理
解
で
き
る

詳
細
な
資
料
を
提
出
し
、
説
明
す

る
よ
う
依
頼
し
た
が
、
審
査
に
お

い
て
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
調
査
に
賛
同
で
き
な
い
と
の

理
由
に
よ
り
、
賛
成
少
数
で
否
決

と
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

○
一
般
寄
附
金
の
増
額

	

２
０
０
万
円

〇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
建
設

見
直
し
に
伴
う
基
金
繰
入
金
の

減
額	

△
１
０
０
０
万
円

○
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
増
額

	

２
２
３
６
万
円

○
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
実
施
計
画
策
定
の
た
め
の
下

水
道
事
業
会
計
出
資
金
の
増
額

	

９
１
７
万
円

○
釜
ヶ
渕
用
水
の
施
設
改
修
の
た

め
の
、
県
単
独
農
業
農
村
整
備

事
業
負
担
金
の
計
上

	

３
８
０
万
円

釜
ヶ
渕
用
水
路

施
設
改
修
負
担
金
は
？

Q
負
担
金
補
正
の
内
訳
は
。

ま
た
、
さ
く
ら
市
と
高
根

沢
町
の
負
担
割
合
の
違
い
は
？

まちづくり常任委員会　審査報告

釜ヶ渕用水路改修負担金などを審査
議会に上程された10議案のうち４議案が当委員会に付託され、継続審査と
なっていた陳情１件、発議１件と併せて審査が行われました。

一
般
会
計
補
正
予
算

陳
情
・
発
議
審
査

主
な
質
疑

産

業

課

長

産

業

課

長

主
な
歳
入
補
正

主
な
歳
出
補
正

改修が待たれる釜ヶ渕用の隧
ずい

道
どう

下流水路

高根沢町のシンボルの一つ、
ちょっ蔵広場（手前）と東西連絡通路（奥）

第420回定例会
まちづくり
委員長報告全文

陳
情
「
日
本
全
体
で
解
決

す
べ
き
問
題
と
し
て
、
普

天
間
基
地
周
辺
の
子
ど
も

た
ち
を
取
り
巻
く
空
・
水
・

土
の
安
全
の
保
障
を
求
め

る
陳
情
」

発
議
「
高
根
沢
町
ち
ょ
っ
蔵

広
場
及
び
宝
積
寺
駅
東
西
連

絡
通
路
の
指
定
管
理
の
調
査

に
関
す
る
決
議
」
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会

採
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果
全
員
協
議
会
委
員
会
活
動
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

常
任
委
員
会
審
査

一
般
質
問
カ
フ
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カ
イ

特
集
ペ
ー
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第
４
２
０
回
定
例
会
（
令
和

５
年
６
月
）
提
出
予
定
議
案
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
課
長

等
か
ら
説
明
を
受
け
、
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

価
格
高
騰
重
点
支
援

地
方
交
付
金
事
業

　
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価

格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
ふ
ま
え
、

特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
住

民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
、
国
の

交
付
金
を
活
用
し
て
一
世
帯
あ
た

り
３
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

　
対
象
は
約
１
９
０
０
世
帯
。

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
分

給
付
事
業

　
住
民
税
非
課
税
の
子
育
て
世
帯

に
対
し
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し

て
児
童
一
人
あ
た
り
５
万
円
を
給

付
し
ま
す
。

　
予
定
対
象
者
は
１
６
０
人
。

令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

高
齢
者
施
設
入
所
の
待
機
者
は
？

Q
　
地
域
密
着
型
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
整
備
費
補
助

の
減
額
は
、
申
請
法
人
が
な
か
っ

た
た
め
だ
が
、
令
和
５
年
度
も
予

算
計
上
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
入

所
待
機
者
と
今
後
の
見
通
し
は
。

A　
待
機
者
は
、
１
６
９
床
に
対
し

重
複
を
含
む
が
１
２
０
～
１
３
０

人
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
も

あ
り
、
事
業
者
の
余
裕
も
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
告
知
を
し
っ
か

り
と
行
っ
て
い
き
た
い
。

産
科
誘
致
の
状
況
は
？

Q
　
産
科
誘
致
補
助
事
業
費

の
減
額
は
、
申
請
者
が
な

か
っ
た
た
め
だ
が
、
令
和
４
年
度

の
動
き
は
。

A　
令
和
４
年
度
は
周
知
範
囲
を
拡

大
し
た
。
金
融
機
関
を
通
し
て
医

療
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
も
情
報
を

伝
え
た
。
令
和
５
年
度
も
専
門
家

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
誘
致
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
。

水
道
料
金
の
債
権
を
放
棄

　
水
道
料
金
の
債
権
者
が
町
外
に

転
出
の
後
、
所
在
の
確
認
が
取
れ

ず
、
時
効
が
満
了
し
た
た
め
債
権

を
放
棄
し
ま
し
た
。

　
債
権
額
　
８
７
７
万
１
３
９
円

　
対
象
者
　
90
人

新
庁
舎
の
整
備
計
画

　
新
庁
舎
整
備
基
本
構
想
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
２
人
の
方

か
ら
３
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
中
に
基
本
計
画
を
策
定

し
て
い
く
予
定
。

安心して暮らしていくために
高齢者施設や産科の早期誘致を 全員協議会全員協議会

NEWSNEWS

５月23日

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

町内で出産できれば、さらにうれしい！町内で出産できれば、さらにうれしい！

待機者解消のために新たな施設を待機者解消のために新たな施設を
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０
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ク
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問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

特
集
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第420回定例会

町民の負託に応えた各議員の賛否!!
上程された議案等（概要）

賛成：○　　反対：×　　欠席：欠　　退場：退
※　神林秀治議員は議長のため採決に加わりません。

採　決　結　果
議
決
結
果

掲
載
ペ
ー
ジ

菅
谷
　
英
夫

小
池
　
哲
也

野
口
　
昌
宏

澤
畑
　
宏
之

加
藤
　
　
章

齋
藤
　
武
男

横
須
賀
忠
利

小
林
　
栄
治

神
林
　
秀
治

森
　
　
弘
子

野
中
　
昭
一

阿
久
津
信
男

町長専決処分　議案第１号
町長専決処分事項の承認（条例の一部改正４件・補正予算５件）○○○○○○○○−○○○ 原案承認 Ｐ３
人事案件　議案第２号
高根沢町教育委員会委員の任命同意 ○○○○○○○○−○○○ 原案同意 Ｐ３
条例の一部改正　議案第３号
高根沢町町税条例の一部改正 ○○○○○○○○−○○○ 原案可決
令和５年度補正予算議決　議案第４号
令和５年度高根沢町一般会計補正予算議決 ○○○○○○○欠−○○○ 原案可決 Ｐ２・Ｐ４・Ｐ５
令和５年度補正予算議決（特別会計）議案第５号～８号
介護保険・宝積寺駅西第一土地区画整理事業・水道事業・下水
道事業 ○○○○○○○欠−○○○ 原案可決 Ｐ２・Ｐ４・Ｐ５

総合事務組合規約の変更等　議案第９号
栃木県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少
及び栃木県市町村総合事務組合規約の変更 ○○○○○○○○−○○○ 原案可決

総合事務組合から脱退することに伴う財産処分　議案第10号
佐野地区衛生施設組合が栃木県市町村総合事務組合から脱退す
ることに伴う財産処分 ○○○○○○○○−○○○ 原案可決

令和５年度一般会計補正予算　追加議案第１号
令和５年度高根沢町一般会計補正予算議決 ○○○○○○○欠−○○○ 原案可決 Ｐ２・Ｐ４･Ｐ５
工事請負契約　追加議案第２号
工事請負契約の締結 ○○○○○○○欠−○○○ 原案可決 Ｐ３
陳情　受理番号５号
日本全体で解決すべき問題として、普天間基地周辺の子どもた
ちを取り巻く空・水・土の安全の保障を求める陳情 ○○○○○○○欠−○○○ 趣旨採択

【※】 Ｐ４

発議（議員が議長に提出した議案のこと）第３号
高根沢町ちょっ蔵広場及び宝積寺駅東西連絡通路の指定管理の
調査に関する決議（まちづくり常任委員会で「否決」すべきも
のとした決定に対して）

○○○○○○×欠−×退× 原案否決 Ｐ４

【※】趣旨採択とは？
　請願や陳情の願う気持ちについては十分に理解できるものの、議会として、「要望どおりに実現することは難しい」
と判断した場合などに、「趣旨だけには賛同する」という意味でとられる決定の方法です。

全議案の採決結果
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０
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動
ち
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と
ブ
レ
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ク
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問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
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委
員
会
審
査

6（2023・７月号）議会だより たかねざわ



　
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
心
惹
き
付
け

ら
れ
る
の
か
、
懐
か
し
さ
や
郷
愁

と
い
っ
た
言
葉
だ
け
で
は
表
せ
な

い
何
か
が
、
あ
る
気
が
し
ま
す
。

　
こ
の
ガ
ラ
ス
乾
板
は
、
平

成
２
年
に
町
内
の
個
人
宅
か

ら
見
つ
か
り
ま
し
た
。
石
蔵

の
２
階
で
ほ
こ
り
を
か
ぶ
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
当
時
、

町
史
編
さ
ん
に
携
わ
っ
て
い

た
方
々
の
尽
力
に
よ
り
、
復

元
さ
れ
た
１
５
１
枚
が
町

史
・
別
冊
と
し
て
発
刊
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
貴
重
な

記
録
画
像
は
各
方
面
か
ら
注
目
さ

れ
、
乾
板
は
平
成
13
年
、
町
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
写
真
の
魅
力
は
、
歴
史
上

の
大
人
物
の
記
念
撮
影
で
も
な
け

れ
ば
、
一
大
行
事
や
後
世
へ
残
す

べ
き
記
録
写
真
で
も
な
い
と
こ
ろ

で
す
。
脈
々
と
受
け
継
が
れ
る
何

気
な
い
人
々
の
く
ら
し
の
一
断
面

に
、
人
と
し
て
の
普
遍
的
な
心
の

振
幅
『
喜
怒
哀
楽
の
共
有
』
を
感

じ
ま
す
。
同
じ
空
間
に
生
き
て
い

る
者
と
し
て
「
あ
り
が
と
う
」。

　
あ
な
た
た
ち
が
町
の
財
産
で
す
。

ち
ょ
っ
と

ブ
レ
イ
ク

■
問
合
せ
先
　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
☎
６
７
５
‒
７
１
１
７

（
月
曜
日
休
館
）

・
同
写
真
集
販
売
中	

２
千
円

・	

高
根
沢
町
デ
ジ
タ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
も

閲
覧
可
能
で
す
。

よ
う
こ
そ

令
和
５
年
の
高
根
沢
へ

町史・別冊 ガラス乾板に残された高根沢ガラス乾板に残された高根沢

普段のくらし
全部お見せ出来ないのが残念です

およそ
100年前の

高根沢町史　別冊（A4横・見開き）

平成６年３月発刊

街道沿いの風景（場所不明） 腰巻き姿で白菜を洗う

代かきを終え、馬を洗う農夫

開業当時をしのばせる宝積寺駅

端午の節句、のぼり旗 孫と楽しい老後

ブランコもある託児所

晴着を着せて

雨上がりの庭先

鬼怒川石神の渡し

結婚式を終えて

大谷小学校の朝礼

草刈り姿の女性 （大正時代）

メ
ガ
ネ
を
か
け
た
少
女

ガラス乾板とはガラス乾板とは
写真の感光材料の一種で、写真乳剤（臭化カリ
ウムの溶液と硝酸銀の溶液をゼラチンに加えて
できる光に感光する物質）を無色透明のガラス
板に塗布したもの。19世紀後半にイギリスで発
明され、日本では明治・大正・昭和前期位まで
使われていたと言われています。
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０
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議
会
の
最
高
規
範

ギ
ア
を
あ
げ
て
改
革
を

栃
木
市
、
小
山
市
の
実
例
に
学
ぶ

　
議
会
基
本
条
例
は
、
地
方
議
会

運
営
の
基
本
原
則
を
定
め
た
条
例

で
す
。
２
０
０
６
年
５
月
18
日
に

施
行
さ
れ
た
北
海
道
栗
山
町
の「
栗

山
町
議
会
基
本
条
例
」
が
最
初
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。（「
ウ
ィ
キ
ペ

デ
ィ
ア（W

ikipedia

）」に
よ
る
）

　
全
国
１
７
２
０
余
り
の
自
治
体

の
内
、
約
９
６
０
の
自
治
体
の
議

会
が
制
定
し
て
お
り
、
議
会
改
革

の
波
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
３
月
に
早
稲
田
大
学
の
議
会
改

革
調
査
部
会
が
発
表
し
た
議
会
改

革
度
調
査
に
よ
る
と
、
本
町
議
会

は
全
国
総
合
３
０
０
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
当
議
会
は
、
一
層
の
議
会
改
革

を
図
る
べ
く
、
議
員
間
協
議
の
充

実
を
は
じ
め
、
町
民
と
の
意
見
交

換
の
場
と
し
て
議
会
報
告
会
を
設

け
る
こ
と
な
ど
、
時
代
の
変
革
に

併
せ
た
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
４
月
の
改
選
後
に
、

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
議
長
の
諮
問
に
基
づ
き
、

議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
て
、

検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
そ
の
条
例
案
の
概
要
は
、
地
方

自
治
に
お
い
て
大
切
な
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、

議
会
お
よ
び
議
員
の
活
動
原
則
等

の
基
本
的
事
項
を
定
め
、
よ
り
開

か
れ
た
議
会
や
資
質
の
向
上
を
目

指
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　
町
民
へ
の
情
報
の
提
供
や
町
民

と
の
意
見
交
換
を
積
極
的
に
行
う

こ
と
な
ど
、「
よ
り
開
か
れ
信
頼
さ

れ
る
議
会
」
お
よ
び
「
議
会
機
能

の
充
実
」
の
実
現
を
目
指
し
、
議

会
の
最
高
規
範
と
な
る
べ
く
最
終

的
な
調
整
に
入
っ
て
い
ま
す
。

議会活性化特別委員会　活動報告

議会基本条例の制定に向けて
　近年の議会改革の歩みを緩めることなく、全議員が同じ意識を共有し、より議会の責務を
果たすため、議会の最上位のルールとなる「議会基本条例」の制定を目指しています。

　
５
月
19
日
に
、
議
会
基
本
条
例
を
既
に
制
定
し
、
活
動
を
展
開
し
て
い

る
「
栃
木
市
」
お
よ
び
「
小
山
市
」
を
視
察
研
修
し
て
き
ま
し
た
。

　
小
山
市
に
お
い
て
は
、
議
長
か

ら
市
議
会
改
革
推
進
協
議
会
へ
の

二
度
に
わ
た
る
諮
問
や
大
学
教
授

に
よ
る
講
演
の
受
講
に
よ
り
、
議

員
の
意
識
も
高
ま
り
、
条
例
制
定

に
結
び
つ
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
現
在
、
同
条
例
は
、
議
会
全
体

活
動
の
基
と
な
っ
て
お
り
、「
議
会

報
告
会
」
開
催
の
具
体
的
な
理
由

付
け
や
会
派
代
表
質
問
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
、
そ
し
て
議

員
定
数
の
削
減
等
の
議
会
改
革
の

取
り
組
み
に
繋
が
っ
て
来
て
い
る

こ
と
も
特
色
の
一
つ
で
す
。

　
栃
木
市
に
お
い
て
は
、
議
員
が

主
体
と
な
っ
て
議
会
改
革
を
進
め

て
き
た
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　
条
例
の
制
定
が
、
継
続
し
た
議

会
改
革
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な

る
こ
と
や
、
議
員
研
修
の
充
実
強

化
と
政
策
形
成
能
力
の
向
上
に
努

め
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
一
般
選
挙
前
に
、
こ

の
条
例
の
目
的
が
達
成
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
、
議
会
運
営
委
員

会
に
お
い
て
検
証
す
る
こ
と
を
規

定
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
注
視

し
ま
し
た
。

問われているのは不断の中身
（議会活性化特別委員会での討議）

栃木市（2011年４月条例施行）への調査活動

小山市（2012年４月条例施行）への調査活動
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議　員
一般質問の
動画はこちら！

問
申
請・手
続
き
の
利
便
性
向
上
を

　答【
町
長
】国
の
サ
ー
ビ
ス
と

町
の
シ
ス
テ
ム
を
使
い
分
け
る

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

Ｑ
役
場
に
行
か
ず
に
手
続
き

が
完
了
で
き
る
よ
う
、
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
を
増
や
し
て
は
？

Ａ  

町
長
町
長

　
国
の
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
や
、

町
で
導
入
し
た
電
子
申
請
シ
ス
テ

ム
を
、
業
務
内
容
や
手
続
の
種
類

に
よ
っ
て
使
い
分
け
て
い
く
。

　
対
応
が
で
き
な
い
場
合
は
、
費

用
対
効
果
を
十
分
に
検
討
し
、
住

民
の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
効

果
的
な
活
用
に
努
め
る
。

申
請
書
の
簡
易
作
成

Ｑ
窓
口
を
訪
れ
た
町
民
の
皆

さ
ん
が
何
度
も
同
じ
内
容

を
記
入
す
る
必
要
が
な
く
な
る
よ

う
、
簡
単
な
質
問
に
答
え
る
だ
け

で
複
数
の
申
請
書
が
作
成
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
利
便
性
を

あ
げ
て
は
？

Ａ  

町
長
町
長

　
本
町
の
総
合
窓
口
で
は
、
各
種

申
請
や
証
明
書
の
発
行
な
ど
、
限

ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
専
用
端
末
を
設
置
し
て
手
続
を

行
っ
て
お
り
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム

の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
は

難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　
あ
ら
ゆ
る
手
続
が
デ
ジ
タ
ル
で

完
結
す
る
総
合
的
な
役
場
窓
口
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
新
庁
舎
整

備
や
国
の
取
り
組
む
Ｄ
Ｘ
の
動
向

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
感
を
持
っ
て
検
討
し
、
新
た
な

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
図
っ
て
い
く
。

員
と
は
異
な
る
広
い
視
野
、
経
験
、

実
績
を
有
し
て
お
り
、
ま
さ
に
副

町
長
と
し
て
私
が
適
任
で
あ
る
と

考
え
る
「
企
画
力
、
判
断
力
、
調

整
力
、
そ
し
て
洞
察
力
を
持
っ
て

い
る
人
材
」
で
あ
る
。

　
こ
の
町
に
新
し
い
風
を
吹
き
込

み
、
町
の
課
題
へ
の
対
応
や
、
新

た
な
政
策
立
案
等
に
手
腕
を
発
揮

し
て
も
ら
い
た
い
。

副
町
長
に
國
井
隆
弘
氏

Ｑ
１
年
間
不
在
と
な
っ
て
い

た
副
町
長
に
、
県
経
営
管

理
部
長
國
井
隆
弘
氏
に
白
羽
の
矢

を
立
て
ら
れ
た
町
長
の
想
い
は
？

Ａ  

町
長
町
長

　
國
井
氏
は
、
県
の
中
枢
で
長
年

に
わ
た
り
活
躍
し
て
来
た
。
町
職

小池　哲也

問 副町長の選任への想いは
　答 【町長】新しい風を吹き込み、
　　　　　　　　　　 政策立案の手腕に期待

副
町
長

副
町
長

政
面
、
技
術
面
か
ら
も
町
単
独
で

進
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
県
と
の
協
力
連
携
を
密
に

し
、
情
報
を
収
集
す
る
と
こ
ろ
か

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問
産
業
団
地
構
想
と
は

　答【
町
長
】情
報
収
集
を
進
め
る

産
業
団
地
構
想

Ｑ
町
長
発
言
の
「
新
た
な
産

業
団
地
」
構
想
と
は
？

Ａ  

町
長
町
長

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
に

は
、
安
定
し
た
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
が
必
要
。
そ
の
た
め
に
町
内

に
多
く
の
企
業
を
誘
致
し
、
新
た

な
雇
用
創
出
や
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
が
有
効
な
手
段
。

　
４
月
末
に
私
の
考
え
を
関
係
課

長
と
共
有
し
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
に
な
る
。
開
発
は
財

産
業

団
地
産
業

団
地工場誘致対策委員会発足から５年を要した

「砂部工業団地」　　　　　　　　　　　　

各種申請の受け付け、証明書発行
の業務を担う総合窓口（住民課）

行
政

事
務
行
政

事
務
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論
戦町民の声を町民の声を

町政に！町政に！
◆小池　哲也　議員………………… 11
①副町長の選任への想いは
②産業団地構想とは
③申請・手続きの利便性向上を

◆野口　昌宏　議員………………… 12
①本町のヤングケアラーに対する対応は
②本町でのリトルベビーハンドブックの活用は
③町民広場に子どもが遊べる公園を

◆森　　弘子　議員………………… 13
①自主防災組織の活動状況は
②中学校の校則見直しの取組は

◆横須賀忠利　議員………………… 14
①阿久津小学校舎の安全性は
②五行川をサイクリングロードに

※本紙では、質問を要約して掲載しています。

　
こ
の
度
、
４
月
に
宝
積
寺
支
店

に
着
任
し
、
一
般
質
問
を
傍
聴
す

る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。

　
議
場
で
は
、
議
員
と
行
政
の
皆

様
が
真
剣
に
議
論
し
意
見
を
交
わ

さ
れ
て
お
り
、
議
論
が
白
熱
す
る

場
面
も
目
に
し
ま
し
た
。
議
員
や

行
政
の
皆
様
が
地
域
課
題
に
向
き

合
う
姿
勢
や
、
町
の
発
展
と
住
民

の
皆
様
の
幸
福
を
追
及
す
る
姿
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
高
根
沢
町
に
は
、
食
、
観
光
、

自
然
な
ど
の
様
々
な
地
域
資
源
が

あ
り
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
た
町
政

に
は
期
待
が
膨
ら
む
ば
か
り
で
す
。

私
自
身
も
微
力
な
が
ら
町
の
さ
ら

な
る
発
展
に
寄
与
し
、「
く
ら
し
　

高
ま
る
　
た
か
ね
ざ
わ
」の
実
現
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
今
後
も
傍
聴
さ
せ
て
頂
き
ま
す

の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

栃木銀行　宝積寺支店

次長　菊
きく

地
ち

　和
かず

路
みち

さん

一　般　質　問

傍聴者
の声
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一般質問って？
　「一般質問」は、町の行財政全般に関し、
議員主導で政策的な論議をする場です。
　質問時間は、一人につき質問、答弁、再
質問を含め60分以内です。

　一般質問の各議員のページにある二次元
バーコード、またはYouTubeで「高根沢
町議会　第420回」で検索を！
　DVDは、図書館中央館で貸し出しています。

一般質問の動画

会  議  録
　会議録は、定例会および臨時会の終了後、
約３ケ月後に発行しています。
　図書館中央館で閲覧ができます。
　また、町ホームページの「会
議録検索システム」からご覧に
なれます。

会議録検索
システム

　町議会の情報を分かりやすく、
タイムリーに発信しています。
　ぜひ、この機会にチェックさ
れては、いかがでしょうか。

Facebookもチェック



議　員
一般質問の
動画はこちら！

校
則
を
自
ら
見
直
す

Ｑ
中
学
生
と
の
カ
フ
ェ
・

ド
・
ギ
カ
イ
で
生
徒
か

ら
「
校
則
の
見
直
し
」
に
つ
い
て

意
見
が
出
さ
れ
、
議
会
か
ら
町
へ

校
則
に
関
す
る
提
言
を
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
各
中
学
校
及
び

教
育
委
員
会
の
対
応
は
？

Ａ  

教
育
長

教
育
長

　
中
学
生
と
の
カ
フ
ェ
・
ド
・
ギ

カ
イ
後
、
中
学
校
長
に
対
し
て
、

校
則
の
見
直
し
に
取
り
組
む
よ
う

指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
改
め
て
生
徒
の
声
を
聞
き
、
校

則
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
生
徒
か
ら
の
声
を
聞

き
な
が
ら
、
生
徒
と
共
に
校
則
の

見
直
し
に
つ
い
て
対
応
す
る
よ
う

各
中
学
校
に
指
導
し
て
い
き
た
い
。

問
中
学
校
の
校
則
見
直
し
の
取
組
は

　答【
教
育
長
】生
徒
の
声
を
反
映
さ
せ
て

　
　
　見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る

Ａ  

町
長
町
長

　
毎
年
、
各
地
区
か
ら
自
主
防
災

組
織
届
書
と
組
織
編
制
図
が
提
出

さ
れ
て
い
る
の
で
、
町
内
各
地
区

に
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
平
成
29
年
度
に
、
防
災
資
機
材

な
ど
の
購
入
費
用
の
補
助
金
「
自

主
防
災
組
織
活
動
支
援
補
助
金
」、

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す

る
「
防
災
士
資
格
取
得
補
助
金
」、

令
和
３
年
度
に
は
、
防
災
訓
練
に

要
す
る
費
用
補
助
を
開
始
し
た
。

　
新
た
に
４
つ
の
自
主
防
災
組
織

か
ら
補
助
金
活
用
の
相
談
を
受
け

て
お
り
、
今
後
の
地
域
に
お
け
る

自
主
防
災
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ

る
状
況
に
な
っ
て
き
た
。

問 自主防災組織の活動状況は
　答 【町長】町補助金の交付があった場合に把握

自
主
防
災
組
織

Ｑ
「
自
主
防
災
組
織
」は
、地
域

住
民
が「
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
連

帯
意
識
に
基
づ
き
、
自
主
的
に
結

成
し
、
自
発
的
に
防
災
活
動
を
行

う
組
織
で
あ
る
。

　
本
町
は
49
の
自
治
会
が
あ
る

が
、
自
主
防
災
組
織
の
現
状
と
活

動
状
況
は
？

森　　弘子
防
災
防
災

各戸を訪問して自主避難できるかの災害時安否確認を実施（太田自主防災会）

全校生徒のアンケートの結果を基に、校則の見直しを提案する生徒会役員！！(北高根沢中学校・職員会議にて)

校
則
校
則

第
４
２
０
回
定
例
会

採
決
結
果
全
員
協
議
会
委
員
会
活
動
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

常
任
委
員
会
審
査

一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

特
集
ペ
ー
ジ

13 議会だより たかねざわ（2023・７月号）

議　員
一般質問の
動画はこちら！

問
本
町
で
の
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド

　ブ
ッ
ク
の
活
用
は

　答【
町
長
】積
極
的
に
活
用
し
、

伴
走
型
支
援
を
継
続
し
て
い
き
た
い

低
体
重
出
生
児
へ
の
対
応
は

Ｑ
対
象
と
な
る
赤
ち
ゃ
ん

の
把
握
と
対
応
は
？

Ａ  

町
長
町
長

　
本
年
４
月
か
ら
配
布
が
開
始
さ

れ
て
お
り
、
町
と
し
て
も
積
極
的

に
活
用
し
た
い
。

　
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
や
乳
幼
児
健
診

で
の
聴
き
取
り
で
対
象
と
な
る
赤

ち
ゃ
ん
を
把
握
し
た
い
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ス

タ
ー
掲
示
等
で
の
周
知
に
努
め
、

ご
家
族
へ
の
心
理
的
サ
ポ
ー
ト
を

含
め
た
切
れ
目
の
な
い
「
伴
走
型

支
援
」
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い

き
た
い
。

福
祉
福
祉

え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
も
連
携
を
強

化
し
な
が
ら
、
早
期
解
決
に
向
け

て
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

整
え
て
い
き
た
い
。

本
町
で
も
実
態
調
査
を

Ｑ
町
独
自
で
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
実
態
把
握
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
？

Ａ  

教
育
長

教
育
長

　「
栃
木
県
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
実
態

調
査
報
告
書
」
に
基
づ
き
、
県
よ

り
本
町
全
体
及
び
各
小
中
学
校
の

調
査
結
果
報
告
を
受
け
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
町
と
し
て
の
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
把
握
は
で
き
た
と

考
え
て
お
り
、
現
時
点
で
は
町
と

し
て
の
実
態
調
査
を
行
う
考
え
は

な
い
。

具
体
的
な
支
援
は

Ｑ
実
態
把
握
後
の
具
体
的

な
支
援
は
？

Ａ  

教
育
長

教
育
長

　
ま
ず
、
対
象
と
な
る
子
ど
も
た

ち
が
、
自
ら
声
を
発
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
ま
た
そ
の
気
持
ち

を
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
、
学
校

や
こ
ど
も
み
ら
い
課
な
ど
身
近
な

と
こ
ろ
で
相
談
で
き
る
体
制
を
整

問 本町のヤングケアラーに対する対応は
　答 【教育長】県の条例を踏まえ、関係機関との
　　　連携を強化し、サポート体制を整えたい

野口　昌宏
教
育
教
育

お世話をしている家族がいる
県平均 国平均

小学生（６年生）12.0％ 6.5％

中学生（２年生） 8.2％ 5.7％

高校生（２年生） 5.0％ 4.1％

＊県のヤングケアラー実態調査結果
（令和４年12月）から作成

栃
木
県
が
作
成
し
た
「
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

問町民広場に
　子どもが遊べる公園を
　答【教育長】工夫しつつ、

整備運営にあたりたい

子
育
て

子
育
て

遊
具
付
き
の
公
園
の
整
備
を

Ｑ
町
民
広
場
周
辺
の
地
域

の
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ

る
公
園
を
整
備
す
る
考
え
は
？

Ａ  

教
育
長

教
育
長

　
現
在
、町
民
ホ
ー
ル
東
側
に
「
た

ん
た
ん
広
場
」
を
整
備
し
、
町
民

の
交
流
拠
点
と
し
て
活
用
を
促
し

て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
新
た
な
公

園
の
整
備
は
考
え
て
い
な
い
。

　
今
後
も
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、

町
民
広
場
の
整
備
お
よ
び
運
営
に

努
め
て
い
き
た
い
。
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□

　　
田
畑
の
畦
畔
の
野
し
ば
焼
き
を

一
日
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
町
農

作
物
広
域
共
同
防
除
事
業
協
議
会

で
実
施
し
て
い
る
野
し
ば
焼
き
を

複
数
日
実
施
す
る
よ
う
、
協
議
会

の
構
成
員
で
あ
る
町
か
ら
提
案
す

る
こ
と
。

□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□

□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□

　
一
斉
野
し
ば
焼
き
は
、
農
作
物

の
安
定
生
産
と
生
活
環
境
の
保
全

を
図
る
た
め
、
町
内
一
斉
に
実
施

す
る
こ
と
で
、
各
地
域
の
道
路
や

河
川
沿
い
な
ど
の
雑
草
に
い
る
病

害
虫
の
卵
等
を
効
果
的
に
焼
却
・

駆
除
す
る
も
の
で
す
。

　
実
施
に
際
し
て
は
、
火
災
や
事

故
防
止
、
周
囲
へ
の
影
響
を
考
慮

し
、
各
関
係
機
関
や
消
防
団
、
そ

し
て
地
域
の
多
く
の
方
々
の
理
解

と
協
力
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
日
時
を
定
め
て
実

施
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
提
言
い
た
だ
き
ま
し
た
内
　

容
は
当
該
協
議
会
に
お
伝
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
や
そ
の
付
帯
設

備
の
整
備
に
交
付
し
て
い
る
補
助

金
は
、
新
規
就
農
や
規
模
拡
大
の

み
が
対
象
で
あ
る
。

　
事
業
継
承
や
長
期
の
農
業
経
営

の
農
業
者
は
、
必
要
な
設
備
の
更

新
費
用
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
て
、
経
営
を
継
続
す
る
こ
と
を

難
し
く
感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
更
新
施
設
も
対
象
と
す
る
こ
と
。

　
町
園
芸
作
物
推
進
支
援
事
業
費

補
助
金
は
、「
園
芸
作
物
の
生
産

振
興
」お
よ
び「
経
営
戦
略
を
持
っ

た
農
業
者
の
育
成
」
を
図
る
た
め
、

新
規
就
農
や
規
模
拡
大
等
の
た
め

の
設
備
等
整
備
に
要
す
る
経
費
の

う
ち
初
期
費
用
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
設
備
等
の
更
新
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
が
そ
の
事
業
の
継
続
の
た

め
に
自
ら
計
画
的
に
行
う
こ
と
が

基
本
で
あ
り
ま
す
の
で
、
現
時
点

で
は
、
こ
れ
ら
を
補
助
対
象
と
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
同
協
議
会
（
４
　
ク
ラ
ブ
）
で

は
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
本
町
農
業
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い

た
い
と
の
意
向
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
会
員
の
意

向
を
反
映
し
た
予
算
措
置
と
す
る

こ
と
。

　
４
　
ク
ラ
ブ
は
、
毎
年
度
10
万

円
の
補
助
金
を
活
用
し
、
町
内
外

の
子
ど
も
た
ち
へ
の
農
業
体
験
の

場
の
提
供
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
、
本

町
農
作
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
す

る
な
ど
、
本
町
農
業
を
盛
り
上
げ

る
取
組
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る

団
体
で
あ
り
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
事
業
計
画
等
を

踏
ま
え
、
財
政
支
援
を
含
め
支
援

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
協
議
会
と

引
き
続
き
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
か
ら
町
内
の
土
地
改
良
区
に

対
し
て
、
農
業
者
か
ら
の
意
見
が

あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
意
見
に
対
し
丁

寧
に
対
応
す
る
こ
と
を
、
申
し
伝

え
て
欲
し
い
。

　
町
議
会
議
員
と
若
手
農
業
者
の

意
見
交
換
に
お
い
て
、
若
手
農
業

者
か
ら
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ

の
意
見
に
対
し
丁
寧
に
対
応
す
る

こ
と
を
、
高
根
沢
土
地
改
良
区
お

よ
び
釜
ヶ
渕
土
地
改
良
区
に
対
し

令
和
５
年
４
月
28
日
付
け
で
申
し

伝
え
ま
し
た
。

若手農業者と議員とのカフェ・ド・ギカイ

町からの　回 答 《全文掲載》
提言文は要旨掲載

若手農業者からの意見を受け、議会が町へ提出して
いた提言３件、要望１件に対する回答が届きました。

『大地の恵みと収穫の喜び』

どちらも味わえる“農業”の醍醐味

４Ｈクラブと保育園児

とのさつまいも定植体

験。世代間のふれあい

と実体験は意義ある活

動。サスティナブルな

農業に！

町
青
少
年
ク
ラ
ブ
協
議
会

補
助
金
の
充
実
に
つ
い
て

町
内
一
斉
野
し
ば
焼
き
の

複
数
日
実
施
に
つ
い
て

提

言

提

言

提

言

回

答

回

答

回

答

回

答

要

望

町
の
園
芸
作
物
推
進
支
援

事
業
費
補
助
金
の
対
象
施

設
の
拡
充
に
つ
い
て

け
い
は
ん

H

H
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議　員
一般質問の
動画はこちら！

も
楽
し
め
る
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
に
向
け
、
観
光
案
内
板

の
設
置
や
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
整
備

な
ど
も
検
討
し
て
参
り
た
い
。

　
従
っ
て
施
工
図
を
確
認
す
る
責

任
は
、
一
義
的
に
は
監
理
者
に
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

自
転
車
の
魅
力
や
需
要
も
増
加

Ｑ
五
行
川
流
域
が
広
域
的

に
連
携
し
て
、
約
28
㎞
の

直
線
を
利
用
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
の
整
備
を
県
に
要
望
す
る

な
ど
、
地
域
お
こ
し
の
た
め
の
事

業
を
模
索
し
た
ら
ど
う
か
？

Ａ  

町
長
町
長

　
県
で
は
、
４
つ
の
地
域
に
分
け

て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
モ
デ
ル
ル
ー

ト
を
設
定
す
る
な
ど
、
自
転
車
で

各
地
域
の
名
所
な
ど
観
光
資
源
を

巡
る
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
を
図
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
町
と
し
て
は
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
ま
ち
な
か
の
タ
ウ
ン
ス
ポ
ッ
ト
」

　
こ
の
た
め
、
町
は
有
資
格
者
に

監
理
業
務
を
委
託
し
て
お
り
、
委

託
を
受
け
た
監
理
者
は
発
注
者
側

の
立
場
に
立
ち
、
町
に
代
わ
っ
て

必
要
な
指
示
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

問
五
行
川
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
に

　答【
町
長
】地
域
お
こ
し
に

　
　
　
　
　
　
　つ
な
げ
た
い
景
観
景
観

備
、
内
装
等
、
様
々
な
種
類
の
工

事
が
含
ま
れ
、
設
計
図
等
に
示
さ

れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ
れ
ば
、
施

工
業
者
が
施
工
図
を
作
成
し
、
発

注
者
の
承
認
を
得
て
工
事
が
進
め

ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

専
門
的
な
知
識
と
経
験

Ｑ
施
工
図
を
確
認
す
る
責
任

は
誰
に
あ
る
？

Ａ  

町
長
町
長

　
施
工
業
者
か
ら
施
工
図
の
提
出

が
あ
れ
ば
、
町
は
、
設
計
の
意
図

や
法
令
の
基
準
に
照
ら
し
、
必
要

な
支
持
を
出
し
た
り
す
る
が
、
的

確
な
判
断
を
下
す
た
め
に
は
、
専

門
的
な
知
識
や
経
験
が
要
る
。

工
事
の
責
任
者

Ｑ
設
計
図
や
施
工
図
に
つ

い
て
、
誰
が
作
成
の
確
認

を
し
て
い
た
の
か
？

Ａ  

町
長
町
長

　
設
計
図
に
つ
い
て
は
、
工
事
の

所
管
課
お
よ
び
入
札
を
担
当
す
る

総
務
課
が
確
認
し
て
い
る
。

　
施
工
図
に
つ
い
て
は
、
施
工
業

者
か
ら
提
出
が
あ
り
、
発
注
者
の

承
認
が
求
め
ら
れ
れ
ば
監
理
者
の

確
認
を
経
た
上
で
、
工
事
所
管
課

が
確
認
・
承
認
す
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
が
、
阿
小
の
新
築
復
旧
工

事
に
関
し
て
は
、
施
工
図
と
し
て

提
出
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。

現
場
で
必
要
と
さ
れ
る
図
面

Ｑ
施
工
図
の
役
割
を
ど
う
見

て
い
る
か
？

Ａ  

町
長
町
長

　
施
工
業
者
が
、
設
計
図
に
示
さ

れ
て
い
な
い
部
分
に
つ
い
て
確
認

す
る
た
め
、
現
場
で
必
要
と
す
る

図
面
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
建
築
一
式
工
事
は
、
電
気
や
設

横須賀忠利

問 阿久津小学校舎の安全性は
　答 【町長】有資格者に工事の管理業務を委託

社
会

資
本
社
会

資
本

水
田
を
潤
す
五
行
の
流
れ
（
花
岡
地
内
）

時代を担う子どもたちの学校生活
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■
地
域
か
ら
の
協
力
金

議
員
　
協
力
金
が
廃
止
に
な
っ
た

自
治
会
も
あ
る
が
、
団
の
活
動
に

支
障
は
出
て
い
る
か
。

真
壁（
第
６
）　
協
力
金
は
、
出
動

時
の
飲
み
物
や
菓
子
に
使
っ
て
い

る
。
待
機
時
に
節
約
す
れ
ば
何
と

か
な
る
。

議
員
　
協
力
金
は
自
主
的
な
も
の

と
し
て
扱
う
考
え
が
あ
る
が
、
今

も
多
く
の
自
治
会
で
は
、
協
力
金

は
必
要
な
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

■
操
法
競
技
会
に
向
け
て

議
員
　
操
法
競
技
会
に
向
け
た
訓

練
は
し
て
い
る
の
か
？

大
橋（
第
７
）　
朝
早
く
起
き
て
訓

練
す
る
の
は
本
当
に
大
変
だ
。
訓

練
の
後
、
休
む
間
も
な
く
仕
事
に

行
っ
て
い
る
。
仕
事
に
支
障
が
出

な
い
よ
う
操
法
訓
練
の
や
り
方
に

つ
い
て
は
見
直
す
必
要
が
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。

■
地
域
と
の
交
流

真
壁（
第
６
）　
地
域
の
自
治
会
長

さ
ん
と
も
っ
と
交
流
を
深
め
た
い
。

情
報
共
有
を
行
っ
て
い
け
ば
、
災

害
時
に
対
応
で
き
る
こ
と
も
増
え

る
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
防
災
無
線
の
戸
別
受
信

機
は
各
自
治
会
長
に
配
布
さ
れ
て

お
り
、
十
分
に
活
用
し
て
欲
し
い
。

■
活
動
の
周
知

星（
第
５
）　
娘
の
友
達
の
親
か
ら
、

「
消
防
団
っ
て
何
を
し
て
い
る

の
？
」
と
質
問
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
地
域
の
た
め
に
活
動
し
て
い

る
こ
と
が
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な

い
。
広
報
活
動
が
足
り
な
い
。

　
６
月
に
町
民
広
場
で
行
う
操
法

競
技
会
を
、
町
お
こ
し
の
一
つ
と

し
て
町
民
に
広
く
見
て
も
ら
っ
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

議
員
　
操
法
競
技
会
は
町
民
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
良
い
機
会
だ
と
思
う
。

自
治
会
長
は
招
待
し
て
い
る
が
、

さ
ら
に
多
く
の
町
民
に
来
て
も
ら

う
こ
と
は
意
味
が
あ
る
。

今
後
の
取
り
組
み

今
後
の
取
り
組
み

　今回の内容をくらしづくり委員会で審議し、全
員協議会に諮り、意見交換された中から、６月８日、
町長に提言２件を提出しました。

■ 提言
①　消防団詰所の整備
　…耐震性の確認、トイレの設置、
　　駐車場の用意をすること。
②　活動の周知
　…夏季点検や通常
　　点検への住民参
　　加など、広報活
　　動を積極的に行
　　うこと。

提言・要望全文

町へ 提言 しました 参加者(分団長)によるアンケートの結果
（アンケート結果は一部抜粋）

■ カフェ・ド・ギカイに参加して
　①参加してよかった（５名）	②参加しなければよかった
　③どちらでもない	 ④無回答（1名）
　＊参加した感想をお聞かせくさい。
　・議員さんの言葉で、前向きな考えを聞けて良かった。

■	「ヒアリング」での議員の受け答えについて
　①わかりやすい（３名）	 ②わかりづらい（１名）
　③どちらでもない（１名）	 ④無記入（１名）

■	高根沢町は、安全で安心して暮らせる町だと思いますか。
　①住みやすい町（１名）	 ②住みづらい町
　③わからない（４名）	 ④無記入（１名）
■	町議会への期待度について
　①期待している（４名）	 ②期待していない
　③どちらでもない	 ④その他
　⑤無記入（２名）

活躍が期待される女性団員
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の
施
設
自
体
が
災
害
に
対
応
し
て

い
な
い
。

大
橋（
第
７
）　
詰
所
に
は
ト
イ
レ

が
な
い
。
自
宅
に
戻
っ
た
り
、
近

く
の
公
共
施
設
を
使
っ
た
り
し
て

い
る
。
何
と
か
な
ら
な
い
か
。

議
員
　
消
防
団
詰
所
の
老
朽
化
や

ト
イ
レ
が
不
備
で
あ
る
こ
と
は
問

題
だ
と
感
じ
る
。
議
会
と
し
て
町

に
提
言
し
た
い
。

■
雨
水
対
策

星（
第
５
）　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
冠
水

す
る
場
所
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

と
り
せ
ん
裏
の
道
路
、
宝
積
寺
駅

東
の
公
園
、
ク
ス
リ
の
ア
オ
キ
横

の
道
路
な
ど
が
冠
水
し
た
。

　
今
後
、
ど
こ
が
冠
水
し
や
す
い

か
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。

永
井（
第
１
）　
昨
年
の
豪
雨
で
野

元
川
が
氾
濫
し
そ
う
に
な
っ
た
。

芳
賀
町
の
水
門
を
開
け
て
も
ら
え

れ
ば
防
げ
る
も
の
も
あ
る
。

　
下
流
の
町
と
も
連
携
し
て
氾
濫

を
防
ぐ
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

■
団
員
不
足

真
壁（
第
６
）　
団
に
加
入
す
る
人

が
少
な
い
。
も
っ
と
団
員
が
い
た

ら
被
害
を
防
げ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う
こ
と
が
あ
る
。

永
井（
第
１
）　
消
防
団
に
は
何
か

悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
団
員
確

保
に
影
響
し
て
い
る
と
感
じ
る
。

棚
瀨（
第
２
）　
報
酬
が
欲
し
く
て

入
る
人
は
い
な
い
。
地
域
に
貢
献

し
た
い
気
持
ち
で
入
団
す
る
。
仲

間
が
で
き
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
で

あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
た
い
。
町
の

広
報
活
動
で
も
っ
と
取
り
上
げ
て

欲
し
い
。

議
員
　
議
会
と
し
て
も
消
防
団
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
は
か
る
よ
う

積
極
的
に
協
力
し
た
い
。

■
消
防
団
詰
所
の
老
朽
化

棚
瀨（
第
２
）　
地
震
や
台
風
等
で

不
安
が
あ
る
。
待
機
場
所
と
し
て

　
町
議
会
で
は
、
町
民
と

議
員
が
対
話
を
し
な
が
ら

課
題
の
共
有
と
解
決
に
向

け
、検
討
を
す
る「
カ
フ
ェ・

ド
・
ギ
カ
イ
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
参
加
者
は
、
町

消
防
団
の
第
一
線
で
指
揮

を
と
る
第
１
～
第
８
の
分

団
長
８
名
の
方
々
で
す
。

　
５
月
12
日
役
場
に
て
、

議
長
は
じ
め
議
会
く
ら
し

づ
く
り
常
任
委
員
会
を
中

心
と
し
た
議
員
７
名
と『
消

防
団
の
現
状
と
今
後
の
展

望
』
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

ど
う
す
る
？

ど
う
な
る
？

こ
れ
か
ら
の

こ
れ
か
ら
の

消
防
団

消
防
団

現
在
の
課
題

現
在
の
課
題

第1分団          第2分団           第3分団          第4分団          第5分団          第6分団           第7分団          第8分団

消防団(分団長)消防団(分団長)と議員とのと議員との
カフェ・ド・ギカイカフェ・ド・ギカイ 地域を守る消防団にエールを！地域を守る消防団にエールを！

永
なが
井
い
秀
ひでかず
和氏 棚

たな

瀨
せ

雄
ゆうすけ

介氏 齋
さいとう

藤昌
まさひこ

彦氏 小
こ

寺
でら

孝
あつ

視
し

氏 星
ほし

　晃
こうせい

精氏 真
ま

壁
かべ

宏
ひろゆき

幸氏 大
おおはし

橋広
ひろかず

和氏 渡
わたなべなおひこ

辺直彦氏
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今
年
の
競
技
会
で
は
、
第
３

分
団
が
優
勝
し
、
県
大
会
で
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
競
技
会
を
広
く
町
民
に
公
開
す

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
？

皆
、
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
真

剣
に
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

県
大
会
で
も
頑
張
っ
て
欲
し
い
。

　
ま
た
、
一
般
公
開
に
つ
い
て
は
、

前
提
と
し
て
な
ぜ
操
法
競
技
会
を

行
う
の
か
、
そ
の
意
義
も
含
め
て

理
解
を
広
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
活
動
に
つ
い
て
、

ご
家
族
の
理
解
は
？

よ
く
協
力
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
私
自
身
、
親
が
消
防
団
で
活

動
す
る
様
子
を
見
て
育
ち
ま
し
た
。

幼
少
期
か
ら
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

女
性
団
員
に
期
待
す
る
こ

と
は
？現

在
20
名
の
団
員
が
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
団
員
が
救
命
救
急
の

訓
練
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
大
半

は
指
導
員
の
資
格
も
持
っ
て
い
ま

す
。
火
災
や
災
害
が
発
生
し
た
時

に
、
ケ
ガ
を
し
た
被
災
者
の
応
急

処
置
や
、
避
難
所
で
の
心
理
的
な

サ
ポ
ー
ト
も
含
め
た
女
性
な
ら
で

は
の
視
点
で
の
対
応
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
自
治
会
や
敬
老
会
な
ど
で
、
救

命
処
置
の
仕
方
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
訓
練
な

ど
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
女
性
隊
員

を
中
心
と
し
た
団
員
の
派
遣
が
で

き
ま
す
。

楽
し
か
っ
た
こ
と
、
つ
ら

か
っ
た
こ
と
は
？

住
民
の
方
か
ら
「
あ
り
が
と

う
」
と
言
わ
れ
た
時
、
団
の
活
動

が
認
め
ら
れ
た
と
心
か
ら
嬉
し
く

楽
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
火

事
な
ど
で
犠
牲
に
な
っ
た
方
を
収

容
す
る
時
で
す
。
も
っ
と
自
分
に

で
き
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
と
自

省
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

操
法
競
技
会

操
法
競
技
会

家
族
の
理
解

家
族
の
理
解

女
性
団
員
に
期
待

女
性
団
員
に
期
待

活
動
を
振
り
返
っ
て

活
動
を
振
り
返
っ
て

齋藤第３分団長（中央）

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　
団
長
の
言
葉
か
ら
は
、
「
地

域
の
た
め
に
」
と
い
う
強
い
思

い
を
感
じ
ま
し
た
。
今
年
で
入

団
28
年
目
、
県
内
最
年
少
で
団

長
に
就
任
し
た
と
の
こ
と
。
ま

す
ま
す
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
野
口
）

高根沢町消防団　年間行事計画

 ４月 辞令交付
 ５月 規律実技訓練
 ６月 夏季点検
   並びにポンプ操法競技会
  水防訓練、普通救命講習
10月 通常点検
11月 秋季火災予防週間
12月 地域防犯防火診断（注意喚起）
 ３月 春季火災予防週間
  防火パレード（全車両）

＊他に、各分団番号を分団の日として、
月３回、担当地域を巡回している。

令和５年度夏季点検並びに第53 回ポンプ操法競技会令和５年度夏季点検並びに第53 回ポンプ操法競技会
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消
防
団
の
団
員
の
方
は
ど
の

よ
う
な
思
い
で
活
動
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？

私
た
ち
は
報
酬
が
欲
し
く
て

こ
の
活
動
を
し
て
い
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
報
酬
の
こ
と
を
考
え

た
ら
と
て
も
で
き
な
い
過
酷
な
活

動
で
す
。
少
し
で
も
「
地
域
の

方
々
の
た
め
、
町
の
た
め
に
役
立

つ
な
ら
」
と
い
う
思
い
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
団
員
全
員
の

思
い
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
方
々
の
理
解
を

得
な
が
ら
、
そ
の
地
域
の
代
表
と

し
て
団
員
に
な
る
と
い
う
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

団
員
の
慢
性
的
な
不
足
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
？消

防
団
の
活
動
内
容
が
、
今

と
昔
で
は
違
っ
て
き
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
昔
は
、
商
工
会
、
建
設
関
係
、

自
営
な
ど
の
方
々
が
団
員
に
な
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
今
は
会
社
勤

め
が
増
え
た
こ
と
で
、
地
元
と
の

交
流
が
希
薄
に
な
り
、
活
動
へ
の

理
解
も
減
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
理
想
を
言
え
ば
、
地
元
の
方
々

か
ら
団
員
を
推
薦
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
治
会
と
の
連
携
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
？

大
き
な
災
害
が
起
き
な
い
限

り
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
は
で
き

に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

　
東
日
本
大
震
災
の
時
は
、
連
携

し
協
力
し
合
う
雰
囲
気
が
あ
り
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
で
き
て

い
た
が
、
時
間
と
共
に
そ
の
意
識

は
薄
れ
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
独
居
老
人
の
問
題
な
ど
、
今
自

治
会
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
対
し

て
、
消
防
団
と
し
て
踏
み
込
め
る

よ
う
な
活
動
が
で
き
な
い
か
、
新

た
な
自
治
会
と
の
連
携
を
考
え
た

い
。

　
消
防
団
は
災
害
の
た
め
だ
け
に

あ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
た
め

に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く

の
消
防
団
員
が
亡
く
な
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
が
。

岩
手
県
の
陸
前
高
田
市
で
は
、

出
動
し
た
消
防
団
員
が
34
人
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
防
潮
堤
の
扉
を

閉
め
よ
う
と
し
た
時
に
、
20
メ
ー

ト
ル
に
達
す
る
第
二
波
の
津
波
が

襲
い
、
多
く
の
団
員
が
犠
牲
に
な

り
ま
し
た
。

　
住
民
の
た
め
に
、
あ
え
て
危
険

な
場
所
に
向
か
っ
て
い
く
と
い
う

行
動
は
「
使
命
感
」
が
な
け
れ
ば

到
底
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う

な
悲
劇
が
起
き
な
い
よ
う
、
必
要

な
知
識
を
学
び
、
訓
練
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
の
活
動
に
は
時
に
危
険

を
伴
い
ま
す
が
、
常
に
安
全
を
考

え
な
が
ら
行
動
す
る
よ
う
心
が
け

団
員
に
も
徹
底
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
っ
て
何
し
て
る
の
？

こ
の
よ
う
な
素
朴
な
疑
問
が
ふ

と
頭
に
浮
か
ぶ
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
　
そ
の
疑
問
に
答

え
る
べ
く
、
特
別
企
画
と
し
て
、

高
根
沢
町
消
防
団
長
の
小
林
修

さ
ん（
51
）に
、日
頃
ど
ん
な
活

動
を
し
て
い
る
の
か
直
接
聞
い

て
み
ま
し
た
。

Q

Q

Q

Q

A

A

A

使使  
命命  

感感

団
員
の
募
集

団
員
の
募
集

自
治
会
と
の
連
携

自
治
会
と
の
連
携

東
日
本
大
震
災

東
日
本
大
震
災

小
こ

林
ばやし

 修
おさむ

消防団長

奇跡の一本松

消防団って何してるの？消防団って何してるの？
団長の小林修さんに聞いてみた！団長の小林修さんに聞いてみた！

A

第
４
２
０
回
定
例
会

採
決
結
果
全
員
協
議
会
委
員
会
活
動
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

常
任
委
員
会
審
査

一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

特
集
ペ
ー
ジ
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折
り
紙
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
？

　
　
江
戸
時
代
の
書
籍
「
秘
伝
千

羽
鶴
折
形
」。
一
枚
の
紙
か
ら
複
数

の
鶴
を
折
る
手
法（
連
鶴
）と
出
会

っ
た
こ
と
か
ら
、「
連
鶴
」
を
折
る

技
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
　
折
り
紙
の
上
達
の
コ
ツ
は
？

　
　
基
本
的
に
は
難
し
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
で
は
わ
か
ら

な
い
「
こ
こ
が
勘
ど
こ
ろ
」、「
段

ど
り
」
な
ど
を
見
い
出
す
こ
と
と
、

「
根
気
」
で
す
か
ね
。

　
　
サ
ロ
ン
の
皆
さ
ん
と
、
折
り

鶴
を
楽
し
ん
で
い
る
の
で
す
か
？

　
　
は
い
。
折
り
鶴
や
指
の
体
操

な
ど
、
皆
さ
ん
と
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
指
先
を
使
う
こ
と
で
、
フ
レ

イ
ル
予
防
、
脳
ト
レ
に
な
り
ま
す
。

　
　
そ
の
他
に
興
味
は
？

　
　
庭
木
を
剪
定
し
、
処
分
す
る

枝
な
ど
、
身
近
な
材
料
を
活
用
し

て
木
彫
り
を
楽
し
ん
で
ま
す
。

　
　
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　
　
若
葉
が
き
れ
い
だ
！
ツ
バ
メ

が
返
っ
て
き
た
！
身
の
回
り
の
何

げ
な
い
一
つ
一
つ
に
目
を
向
け
、

気
づ
く
心
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

好
奇
心
を
失
わ
な
い
こ
と
。
そ
し

て
日
々
の
生
活
を
笑
顔
で
楽
し
め

る
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
で
す
。

　
　
最
後
に
、
こ
の
町
に
望
む
こ

と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
穏
や
か
な
気
候
風
土
と
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、

若
い
皆
さ
ん
や
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
の
び
の
び
と
躍
動
で
き

て
、
活
力
を
育
む
環
境
づ
く
り
に
、

皆
で
取
り
組
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

～
取
材
を
終
え
て
～

　「
自
分
が
楽
し
ま
な
い
と
！
」

と
の
言
葉
ど
お
り
、
身
の
回
り
の

素
材
を
活
用
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
楽
し
ま
れ
て
い
る
杉
山
さ
ん
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
の
距
離
を
離

さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
れ
ま
で

の
環
境
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
人
と
出
会
い
、
楽
し
む
こ
と

の
大
切
さ
を
、
あ
ら
た
め
て
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。	

（
哲
也
）
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Q

QQQ

A

AAA

マチイロHP

トチギ
イーブックスHP

広報誌が
スマホで
見れて便利
「マチイロ」＆
「栃木イーブックス」
を検索

編 

集 

後 

記

　
消
防
団
分
団
長
と
の
カ
フ
ェ
・

ド
・
ギ
カ
イ
と
消
防
団
長
の
想
い
な

ど
、
消
防
団
特
集
は
い
か
が
で
し
た

か
。
ご
意
見
ご
感
想
な
ど
、
皆
さ
ま

の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
下
記
住
所
・
町
議
会
宛
て
）

QA

折り紙を通して折り紙を通して

皆と楽しんでます皆と楽しんでます

広報委員の突撃
インタビュー

あなたの声を町政に

　
体
操
や
ゲ
ー
ム
、
季
節
の
イ

　
体
操
や
ゲ
ー
ム
、
季
節
の
イ

ベ
ン
ト
、
時
に
は
講
師
を
招
い

ベ
ン
ト
、
時
に
は
講
師
を
招
い

て
身
近
な
テ
ー
マ
の
勉
強
な
ど

て
身
近
な
テ
ー
マ
の
勉
強
な
ど

皆
が
集
ま
り
楽
し
い
時
間
を
過

皆
が
集
ま
り
楽
し
い
時
間
を
過

ご
さ
れ
る
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

ご
さ
れ
る
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

に
っ
こ
り
宝
石
台
」の
皆
さ
ん
。

に
っ
こ
り
宝
石
台
」の
皆
さ
ん
。

　
そ
の
中
で
、
趣
味
の
折
り
紙

　
そ
の
中
で
、
趣
味
の
折
り
紙

や
指
先
体
操
な
ど
、
輪
の
中
心

や
指
先
体
操
な
ど
、
輪
の
中
心

に
な
る
こ
と
も
あ
る
杉
山
さ
ん

に
な
る
こ
と
も
あ
る
杉
山
さ
ん

に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

杉杉
すぎやますぎやま

山山　　正正
まさのりまさのり

典典さん（宝石台）さん（宝石台）
趣味： 木彫りや折り紙など身近な素材趣味： 木彫りや折り紙など身近な素材

を生かした「ものづくり」を生かした「ものづくり」

一
枚
か
ら
複
数
の
折
鶴

木
彫
り
に
も
興
味
！

い
つ
ま
で
も
好
奇
心

指
先
を
使
っ
て

折
り
紙
を
楽
し
む

勘
ど
こ
ろ
・
根
気
？

QA

２羽の鶴が中央の羽
根の部分で繋がる
連鶴「妹背山」↓↓

　尾の部分が広がり、
↓↓縁起の良い「祝い鶴」

←←連鶴
拾餌（えひろい）

町社会福祉協議会ＳＮＳアイコンコンテスト大賞を受賞した、町社会福祉協議会ＳＮＳアイコンコンテスト大賞を受賞した、
折り鶴を楽しむ、折り鶴を楽しむ、「にっこり宝石台」の皆さん「にっこり宝石台」の皆さん

小枝の中の
お地蔵さん


